
１
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
砂
利
や

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷
き
、
ベ
ン

チ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
７０
台

分
の
駐
車
場
の
整
備
も
予
定
し

て
い
る
。

　進む
高
齢
化
の
状
況
は

Ｑ
．市
内
の
高
齢
化
率
（
６５
歳
以

上
の
人
口
の
割
合
）の
状
況
は
。

　水
稲
被
害
へ
の支

援
は

Ｑ
．
大
雨
で
浸
冠
水
し
た
水
稲

へ
の
対
応
と
支
援
は
。

Ａ
．
い
も
ち
防
除
薬
剤
散
布
に

１０
ア
ー
ル
当
た
り
６
０
０
円
の

補
助
金
を
補
正
計
上
し
て
い
る
。

　
要
望
の
取
り
ま
と
め
や
事
務

手
続
は
市
が
行
い
、Ｊ
Ａ
な
ど

と
も
情
報
共
有
を
行
い
対
応
す

る
。

　
登
録
者
の
中
に
は
「
就
農
希

望
」
も
１
人
い
る
。

　農
業
委
員
会
制
度
の

　

   

改
正
・
法
改
正
で

　　　　　　　推
進
委
員
は

Ｑ
．
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
会
議
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
推
進
委
員
の
会
議
は
な
い
。

　
必
要
に
応
じ
て
農
業
委
員
会

総
会
の
案
内
は
行
う
が
、
あ
く

ま
で
も
傍
聴
と
な
る
。

　
委
員
に
は
月
１
回
の
活
動
報

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
「
農
地
等
利
用
最
適
化
推

進
施
策
に
関
す
る
要
望
書
の
提

出
」
に
関
し
て
は
意
見
を
反
映

す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　移
住
定
住
で

　　希
望
者
は
何
が

　　判
断
ポ
イ
ン
ト
か

Ｑ
．
移
住
定
住
相
談
者
の
希
望

や
内
容
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が

あ
る
か
。

Ａ
．
相
談
者
は
、
本
市
出
身
者

や
子
育
て
世
代
が
多
く
、
子
育

て
や
親
の
介
護
の
話
が
出
て
い

る
。

　
移
住
者
の
理
由
の
主
な
も
の

は
、「
本
人
ま
た
は
配
偶
者
の
出

身
地
だ
か
ら
」
33
％
、「
親
の
介

護
や
家
業
継
承
の
こ
と
」
21
％
、

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
」

12
％
、「
子
育
て
環
境
」
10
％
で

あ
る
。

　西目
幼
稚
園
の

　民営
化
計
画
は

　順調
に
進
ん
で
い
る
か

Ｑ
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　岩
城
小
学
校
の

　　　プー
ル
の
改
修
は

Ｑ
．地
盤
沈
下
に
よ
り
傾
き
が
確

認
さ
れ
た
プ
ー
ル
の
改
修
予
定
は
。

常

　任

委
員
会

Ａ
．
９
月
２５
日
よ
り
約
２
カ
月

の
工
期
で
改
修
予
定
で
あ
る
。

工
事
の
方
法
は
①
底
板
を
解
体

し
、
傾
き
を
修
正
す
る
。
②
側

板
は
、
取
り
つ
け
金
具
を
修
正

調
整
す
る
。
③
プ
ー
ル
と
プ
ー

ル
サ
イ
ド
と
の
段
差
は
、
モ
ル

タ
ル
で
不
陸
修
正
し
床
材
を
張

り
か
え
る
。
な
ど
が
あ
る
。

Ｑ
．
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
は
。

Ａ
．
平
成
２９
年
７
月
現
在
、
総

世
帯
数
２
８
４
０
２
世
帯
に
対

し
８
１
５
５
世
帯
（
２８
・

７
％
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

一
人
世
帯
が
１６
・
３
％
で
あ
る
。

産
業
経
済

　鮎
川
河
川
広
場

Ｑ
．木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
近

く
に
整
備
す
る
鮎
川
河
川
広
場

の
整
備
計
画
は
。

Ａ
．
鮎
川
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
、

誰
も
が
気
軽
に
親
水
空
間
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
。

「
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
と

の
相
乗
効
果
を
図
り
、
お
よ
そ

Ａ
．
高
齢
化
率
は
左
の
表
の
と

お
り
で
あ
り
年
々
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。

Ａ
．
年
度
内
に
民
間
移
譲
に
伴

う
協
定
書
を
締
結
す
る
ほ
か
県

私
学
審
議
会
の
審
査
を
受
け
、

来
年
度
よ
り
私
立
幼
稚
園
と
し

て
運
営
開
始
予
定
で
あ
り
、
同

時
に
認
定
こ
ど
も
園
に
向
け
た

移
行
準
備
を
進
め
て
い
く
。

被害に遭った水田（大内地域徳沢地区）

移住定住希望者との相談会の様子

移住したくなる

まちを目指そう

鮎川河川広場予定地の位置図

〈地域別高齢化率〉

〈高齢化率の比較〉

（平成２９年６月末現在）

地　域

本　荘

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

西　目

鳥　海

市全体

３０．５０％

４０．４５％

３８．８８％

３８．２５％

３８．１１％

４３．３９％

３４．３６％

４２．０５％

３４．４２％

高齢化率

※

※
施
工
前
に
表
面
や
床
面
を
平
ら
に
す
る
作
業

由利本荘市
平成２８年７月現在
平成２７年７月現在

秋田県

３４．０％
３３．０％

３４．６％
３３．６％

　
北
海
道

北
斗
市
に
お
い
て
「
新
幹

線
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
研
修
。
佐

藤
企
画
課
長
か
ら
、
北
海
道
新
幹
線
の
概

要
（
東
京
―
新
函
館
北
斗
４
時
間
２
分
）

を
伺
っ
た
。

　
ま
た
、
新
函
館
北
斗
駅
周
辺
整
備
と
開

業
効
果
に
つ
い
て
も
研
修
し
た
。「
２
０
３
０

年
札
幌
延
伸
（
通
過
型
）
へ
の
対
策
は
」

と
の
質
問
に
対
し
「
企
業
誘
致
、
駐
車
場

確
保
、
札
幌
か
ら
の
観
光
誘
客
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
誘
致
」
な
ど
新
幹
線
効
果
に
よ
る

定
住
や
交
流
人
口
増
加
に
期
待
と
自
信
を

示
し
て
い
た
。

　
ま
た
、

室
蘭
市
の
予
算
削
減
（
議

員
定
数
の
検
討
）
に
つ
い
て
の
研
修
で

は
、
平
成
１７
年
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
を
議
長

が
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
問
。
議
員
定
数
検

討
会
議
（
１９
回
）
開
催
に
お
い
て
は
、
議
長
か

ら
諮
問
が
さ
れ
た
場
合
「
議
員
報
酬
、
常
任
委

員
会
数
並
び
に
委
員
数
、
高
齢
化
率
、
出
生

率
、
全
職
員
数
、
予
算
規
模
」
に
つ
い
て
議
員

定
数
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
規
定
の
明
文
化
に
お
い
て
議
員
定
数
の

検
討
を
行
う
と
し
た
意
義
は
大
き
く
貴
重

な
研
修
と
な
っ
た
。

北海道北斗市

　新幹線とまちづくり
北海道室蘭市

　予算削減（議員定数の検討）
　について

７月１２日～１４日
総務常任委員会

行 政 視 察

室蘭市庁舎での視察風景

北斗市庁舎での視察風景

　
岐
阜
県

岐
阜
市
で
は
、
教
育
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
、
徹
明
さ
く
ら
小
学
校

の
授
業
を
視
察
し
た
。

　

高
山
市
で
は
、
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
事
業
に
つ
い
て
、
藤
江
市
議
会
議
長

や
担
当
者
の
説
明
を
受
け
た
。

　
高
山
市
は
、
平
成
１７
年
２
月
に
近
隣
９

町
村
と
合
併
し
、
２
１
７
７
・
６
１
㎢
と

日
本
一
広
い
市
域
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち

森
林
面
積
が
９２
・
５
％
を
占
め
る
。

　
高
山
市
は
、
歴
史
的
風
致
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
残
る
土
蔵
を
活

用
し
た
歴
史
・
美
術
展
示
施
設
「
飛
騨
高

山
ま
ち
の
博
物
館
」
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
寺
院
群
や
周
辺
の
文
化
財
を
巡
る
周

遊
ル
ー
ト
や
案
内
看
板
の
整
備
、
無
電
柱

化
な
ど
に
よ
る
良
好
な
街
並
み
景
観
の
形

成
に
よ
り
、
ま
ち
な
か
に
お
け
る
来
訪
者

の
回
遊
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
平
成
２８
年
の
観
光
客
の
入
込
客
数
は
４

５
０
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
を
記
録
。

さ
ら
に
、
外
国
人
観
光
客
も
過
去
最
高
の

４６
万
人
を
記
録
し
、
近
年
、
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。

岐阜県岐阜市

　教育環境の整備について
岐阜県高山市

　歴史的風致維持向上事業
　について

７月１１日～１３日
教育民生常任委員会
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東
京
都
内
の
生
協
専
門
の
食
品
開

発
・
卸
（
株
）
協
和
、
航
空
機
の
エ
ン
ジ

ン
部
品
な
ど
を
製
作
す
る
山
本
精
機
（
株
）

（
商
工
観
光
部
長
同
行
）、
米
の
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
を
行
う
（
一
財
）
日
本
穀
物
検
定
協
会
、

地
方
移
住
の
支
援
を
行
う
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
、
千
葉

県

柏
市
の
由
利
本
荘
市
産
品
を
含
む
食

品
を
販
売
す
る
（
株
）
京
北
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
い
ず
れ
も
当
市
が
抱
え
る
「
農
産
物
の

付
加
価
値
」「
航
空
機
産
業
へ
の
参
入
」「
新

品
種
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
の
特
Ａ
獲
得
と
ブ
ラ
ン

ド
ア
ッ
プ
」「
ふ
る
さ
と
移
住
・
定
住
」「
特

産
品
の
販
売
」
な
ど
の
現
状
と
課
題
を
調

査
し
、
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　
連
携
協
定
を
結
ぶ
な
ど
い
ず
れ
も
本
市

と
深
い
交
流
な
ど
も
あ
り
、
今
後
の
指

導
、
協
力
を
お
願
い
し
た
。

東京都内、千葉県内企業訪問

●株式会社協和　

　由利本荘市産品の販路拡
　大と売れる商品づくり
●山本精機株式会社

　航空機関連産業の展望と
　今後の事業拡大計画
●一般財団法人

　日本穀物検定協会

　つぶぞろいを含めた米の
　新品種と食味ランキング
　特Ａランクの傾向
●認定ＮＰＯ法人

　ふるさと回帰支援センター　

　地方移住の最近の動向（年
　齢・支援体制・住環境によ
　る傾向）
●株式会社京北スーパー

　由利本荘市産品の認知度
　と産地イメージとの関係

７月１３日～１５日

実際の製造ラインで説明を受けました

　
平
成
24
年
７
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
る
、

八
女
市
で
の
被
災
経

験
及
び
教
訓
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
今
後

の
豪
雨
災
害
に
対
す
る
対
応
や
留
意
点
、

ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
へ
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　
被
害
報
告
で
は
、
河
川
を
流
木
が
閉
塞

し
、
洪
水
が
氾
濫
し
て
被
害
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
に
よ
る
流
木
止
め

工
法
が
有
効
で
あ
る
と
の
話
を
伺
っ
た
。

　
災
害
復
旧
事
業
の
早
期
完
遂
に
向
け
て

は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
・
農
林
土
木
災

害
の
各
災
害
復
旧
事
業
を
統
括
し
、
事
業

を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
遂
行
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
土
木
災
害
復
旧
室
」
を
設

置
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で
も
検
討

に
値
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

熊
本
市
で
は
、
４
月
14
日
と
２
日

後
の
１６
日
に
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、

そ
の
後
４
月
30
日
ま
で
、
３
千
回
以
上
の

地
震
が
発
生
し
た
。

　
本
市
で
も
北
由
利
断
層
を
震
源
と
す
る

大
地
震
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
で
の

大
地
震
の
経
験
と
教
訓
及
び
復
旧
の
対
応

状
況
を
伺
っ
た
。

　
震
災
の
復
旧
は
、
別
部
署
を
設
け
、
新

チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
応
し
た
こ
と
や
復
旧
工

事
の
発
注
は
、
エ
リ
ア
ご
と
に
発
注
し
、

効
率
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
工
事
は
、
大
規
模
な
工
事
を
除

き
、
ほ
と
ん
ど
が
市
内
の
業
者
で
対
応
で

き
た
と
の
こ
と
。
行
政
と
民
間
の
連
携
強

化
が
重
要
と
の
認
識
を
深
め
た
。

福岡県八女市

　大雨被害対応
熊本県熊本市

　大地震被害対応

７月１０日～１２日

産業経済常任委員会

建設常任委員会

八女市では豪雨災害について研修

熊本市では復興中の熊本城を視察

山本精機で製造されている部品

１
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
砂
利
や

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷
き
、
ベ
ン

チ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
７０
台

分
の
駐
車
場
の
整
備
も
予
定
し

て
い
る
。

　進む
高
齢
化
の
状
況
は

Ｑ
．市
内
の
高
齢
化
率
（
６５
歳
以

上
の
人
口
の
割
合
）の
状
況
は
。

　通信
速
度
環
境
維
持
の

　考え
方

Ｑ
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
速
度
が
遅
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
。

Ａ
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
、「
動
画
の

高
品
質
化
」
や
「
ネ
ッ
ト
ゲ
ー

ム
」、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」の
普

及
な
ど
、
年
々
利
用
者
の
通
信

量
が
増
加
し
て
お
り
、
ア
ク
セ

ス
が
集
中
す
る
時
間
帯
に
繋
が

り
に
く
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
上
位
回
線
を
増

強
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
９

月
定
例
会
へ
通
信
機
器
の
設
定

　西目
幼
稚
園
の

　民営
化
計
画
は

　順調
に
進
ん
で
い
る
か

Ｑ
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　岩
城
小
学
校
の

　　　プー
ル
の
改
修
は

Ｑ
．地
盤
沈
下
に
よ
り
傾
き
が
確

認
さ
れ
た
プ
ー
ル
の
改
修
予
定
は
。

常

　任

委
員
会

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
促
進
を

Ｑ
．
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路

線
で
利
用
率
が
下
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

交
通
弱
者
に
と
っ
て
重
要
な
移

動
手
段
で
あ
る
一
方
、
一
般
的

に
は
自
家
用
車
の
利
用
が
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ

る
。

　
路
線
の
維
持
確
保
の
た
め
、

地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
と
も

に
考
え
、
公
共
交
通
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
利
用
促

進
を
図
り
、
利
用
者
増
加
に
つ

な
げ
て
い
く
。

常

　任

委
員
会

Ａ
．
９
月
２５
日
よ
り
約
２
カ
月

の
工
期
で
改
修
予
定
で
あ
る
。

工
事
の
方
法
は
①
底
板
を
解
体

し
、
傾
き
を
修
正
す
る
。
②
側

板
は
、
取
り
つ
け
金
具
を
修
正

調
整
す
る
。
③
プ
ー
ル
と
プ
ー

ル
サ
イ
ド
と
の
段
差
は
、
モ
ル

タ
ル
で
不
陸
修
正
し
床
材
を
張

り
か
え
る
。
な
ど
が
あ
る
。

Ｑ
．
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
は
。

Ａ
．
平
成
２９
年
７
月
現
在
、
総

世
帯
数
２
８
４
０
２
世
帯
に
対

し
８
１
５
５
世
帯
（
２８
・

７
％
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

一
人
世
帯
が
１６
・
３
％
で
あ
る
。

教
育
民
生

委員会審査報告

変
更
や
上
位
回
線
を
さ
ら
に
増

強
す
る
な
ど
、
速
度
改
善
に
向

け
て
の
費
用
を
計
上
し
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運
営
に
努

め
て
参
り
た
い
。

　被
災
者
に
支
援
を

Ｑ
．「
７
月
２２
日
か
ら
の
大
雨
」

災
害
が
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
よ
る
補
助
の
か

さ
上
げ
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。

Ａ
．
通
常
の
災
害
の
場
合
は
、

測
量
・
設
計
委
託
費
は
市
が
単

独
で
負
担
す
る
が
、
激
甚
災
害

の
場
合
は
、
測
量
・
査
定
設

計
・
実
施
設
計
の
中
で
、
査
定

総

　務

　鮎
川
河
川
広
場

Ｑ
．木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
近

く
に
整
備
す
る
鮎
川
河
川
広
場

の
整
備
計
画
は
。

Ａ
．
鮎
川
の
自
然
を
感
じ
ら
れ
、

誰
も
が
気
軽
に
親
水
空
間
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
。

「
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
と

の
相
乗
効
果
を
図
り
、
お
よ
そ

Ａ
．
高
齢
化
率
は
左
の
表
の
と

お
り
で
あ
り
年
々
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。

設
計
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の

１
が
補
助
さ
れ
る
ほ
か
、
災
害

査
定
額
決
定
後
、
申
請
に
よ
り

個
別
の
事
業
費
に
応
じ
て
か
さ

上
げ
さ
れ
た
補
助
率
が
さ
ら
に

か
さ
上
げ
さ
れ
る
（
通
常
の
補

助
率
：
農
業
用
施
設
６５
％
・
農

地
５０
％
・
奥
地
林
道
６５
％
・
そ

の
他
林
道
５０
％
）
な
ど
で
あ
る
。

Ａ
．
年
度
内
に
民
間
移
譲
に
伴

う
協
定
書
を
締
結
す
る
ほ
か
県

私
学
審
議
会
の
審
査
を
受
け
、

来
年
度
よ
り
私
立
幼
稚
園
と
し

て
運
営
開
始
予
定
で
あ
り
、
同

時
に
認
定
こ
ど
も
園
に
向
け
た

移
行
準
備
を
進
め
て
い
く
。

コミュニティバスを
利用しましょう

被災の状況（大内地域平岫地区）
ひらぐき
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議連活動報告

◀ （株）ユーラス
　　　エナジーホール
　　　ディングスの
　　　担当者から
　　　風力発電の
　　　説明を受ける

▲ 本体内部を見学

風力発電機の ▶
　 基礎部分　 

　産業活性化議員連盟では、今年度の事業として視察

研修会を開催した。

　まず初めに、矢島地域の東海林晃氏を講師に迎え「ふ

るさとの山　鳥海山は…」と題した講演を聴講した。

　その後、市内を始め各地で風力発電事業を展開して

いる（株）ユーラスエナジーホールディングスの担当

者から、風力発電の基礎を学び、工事現場で建設中の

風力発電機の説明を受けた。

　最後に、西目地域のＩＨＳテクノロジーデベロップ

メント（株）を訪問し、視察を締めくくった。

　依然として、本市の産

業は厳しい状況にあるも

のの、現状を把握・再認

識する上で、重要な研修

会となった。

地域産業の活性化を考える地域産業の活性化を考える

７月４日

産業活性化議員連盟

◀ 西目小学校の
　 食堂での給食

▲ 視察前の会長あいさつ

　教育・スポーツ振

興議員連盟は、教育

とスポーツの振興を

一層促進していくた

め基盤整備とその充

実を図ることを目的

として、事業を実施

してきた。

　３年目の今年度は、西目小学校、西目幼稚園、

西目保育園、西目カントリーパーク多目的広場

（グラウンドゴルフ場）を視察した。

　西目小学校（織田羽衣子校長）は、アクティ

ブ・ラーニング研究フィールド校として、西目中

学校とともに今年７月１日、公開研究会を開催し、

300名近い教育関係者などが参加している。

　より深い学びをテーマにした１年生から６年生

の授業を参観。場所を移して意見交換を行い、美

味しい学校給食を試食した。

教育とスポーツの振興のために教育とスポーツの振興のために

教育・スポーツ振興議員連盟

西目小学校の ▶
授業の様子　 

７月４日

７月１８日９月定例会で審議した陳情の結果は次のとおりです
また、委員会発案の「意見書」が原案のとおり可決され、関係機関に送付されています。

25億4518万円
を追加 489億2792万9千円総

額

■ 平成２９年度 一般会計補正予算■ 平成２９年度 一般会計補正予算

除排雪費
　車両機械等管理費・
　冬期交通対策費

4億1990万円

公共土木施設災害復旧費
(補助事業)
　河川、道路、橋梁の復旧工事

10億3100万円

農地等単独災害復旧補助金
　農地、農業用施設等復旧費用
　に対する補助金

7600万円

災害復旧事業(補助・単独)
　７月２２日からの大雨による被
　害の応急対応や早期復旧費用

2億2500万円
主

な

も

の

集
会
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　
亀
田
大
町
集
会
施
設
の
用
途
廃
止

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

天
鷺
郷
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　
史
跡
保
存
伝
承
の
里
・
天
鷺
村
内

「
白
鷺
館
」
の
用
途
廃
止
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

飲
料
水
供
給
施
設
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　
飲
料
水
供
給
施
設
の
設
置
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

同
報
系
防
災
行
政
無
線
設
備

屋
外
拡
声
子
局
増
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結

　
１
億
８
５
７
６
万
円
で
、
株
式
会

社
有
電
社
秋
田
営
業
所
と
契
約

意 見 書
衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

総務大臣

財務大臣

文部科学大臣

教職員定数改善と義務教育

費国庫負担割合２分の１復元

を図るための、平成３０年度政

府予算に係る意見書

　　　（委員会発案第２号）

採 択
教職員定数改善と義務教育費国庫負担
割合２分の１復元を図るための、２０１８
年度政府予算に係る意見書提出につい
ての陳情（陳情第４号）
　秋田県教職員組合

執行委員長　櫻田　憂子
　秋田県教職員組合本荘由利支部

支部長　三浦　春道

人
権
擁
護
委
員
（
任
期

：

３
年
）

菊
地

　  

世
子 

氏
（
再
任
）

　
　  

　
　岩
城
地
域

　勝
手

櫻
井

　茂
和

　氏
（
再
任
）

　
　  

　
　西
目
地
域

　沼
田

 

き
く
ち

　
　

   

き

　よ

　こ

さ
く
ら
い

　
　

  

し
げ
か
ず

人
事
案
件

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る

意
見
書
（
議
員
発
案
第
３
号
）

　
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的

強
化
を
図
る
た
め
全
国
森
林
環
境
税

の
早
期
導
入
を
強
く
求
め
る
も
の

﹇
提
出
先
﹈
衆
議
院
議
長

　参
議
院
議
長

　
　
　
　内
閣
総
理
大
臣

　総
務
大
臣

　
　
　
　財
務
大
臣

　農
林
水
産
大
臣

　
　
　
　環
境
大
臣

　経
済
産
業
大
臣

第
１
回
臨
時
会
（
７
月
２７
日
）

【
補
正
予
算
】
主
な
も
の

一
般
会
計

　
笹
子
地
区
土
砂
崩
落
対
策
費

７
４
０
０
万
円

　
水
林
斎
場
空
調
設
備
改
修
事
業

４
千
万
円

　
公
園
管
理
費
（
本
荘
公
園
堀
浄

　
化
施
設
ろ
過
ポ
ン
プ
修
繕
）

２
６
０
万
円

特
別
会
計

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
本
荘

　
地
区
事
業
か
ら
由
利
地
区
事
業

　
へ
の
下
水
道
事
業
費
の
組
み
替

　
え
に
よ
る
）

４
０
８
万
５
千
円

【
契
約
締
結
案
件
】

水
林
浄
化
セ
ン
タ
ー
電
気
機
械

設
備
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
１
億
９
９
１
５
万
２
千
円
で
、

本
荘
電
気
・
中
村
鉄
工
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
と
契
約

条

例

関

係

条

例

関

係

議

員

発

案

議

員

発

案

契
約
締
結
案
件

契
約
締
結
案
件
（
主
な
も
の
）
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９月
定例会

実質収支は31億7100万円の黒字

平成２８年度決算を認定

　市提出案件は45件で、平成28年度各会計決算の認定、人事案件、条例関係、契約締結、

平成29年度補正予算などを審議し、原案のとおり認定、同意、可決したほか、陳情１件を採択しました。　

また、委員会発案（意見書提出）１件、議員発案（意見書提出）１件を原案のとおり可決しました。

　一般質問では、2日間にわたって7人の議員が登壇し、市政全般にわたり市当局の考えを質問しました。

平成２８年度 一般会計決算平成２８年度 一般会計決算

１４特別会計の状況１４特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

２０７億１１２９万円 ２０３億６２７１万円 １９６億７３４０万円 ６億８９３１万円

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水道事業

ガス事業

１７３億１１６９万円

１１７億６７９８万円

１４６億６７９万円

９９億４７３万円

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 平成２８年度 平成２７年度

市債残高計

市民１人あたり

当該年度末人口

６９０億８４２７万円

８７３,２３５円

６９６億１８３２万円

８６７,１７２円

７９，１１３人 ８０，２８２人

９月定例会が、８月２８日から９月１９日まで２３日間の会期で開かれました。

市債とは、

財源の不足を

補うための

借金です

35億2161万350円

28億10万7397円

２７年度からの繰越財源

3億7013万1553円

そ  の  他

3億5137万1400円

２９年度への繰越財源

歳入歳出差引額

実

質

収

支

歳入総額

9562万2293円

503億503億

歳出総額

7401万1943円7401万1943円

468億468億
▲ 講演聴講者

◀ 秋田県立大学
　 板垣直行教授
　 による
　 基調講演

　林活議連では本年度も「木材の利用促進」を継続

テーマとし、さらなる課題の深掘りを目指し事業を実

施した。

　「地元産木材利活用促進フォーラム」では関係者

70名が参加、基調講演、事例紹介では現在の利用状

況や新技術の開発、積極的な利用工法、これからの展

望など貴重な内容であった。

　６名のパネリストによるパネルディスカッションで

は、木材利用に対する考え方や取り組み事例、現場か

らの課題や要望など多くの発言があり、また参加者か

らの質問や意見もあり、活発で意義のあるフォーラム

であった。

地域産木材の利用促進策を学ぶ地域産木材の利用促進策を学ぶ

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟

各議連が市当局へ提言 　由利本荘市議会では、市の主要施策である３つの分野の活性

化を目的とし、全員参加の議員連盟を組織している。議員の任

期末を迎えたことから、９月１４日、各議員連盟の解散総会が行われた。

　森林・林業・林産業活性化推進、産業活性化、教育・スポーツ振興議員連盟の各会長よりあいさつがあっ

た後、それぞれの議員連盟の事業報告、決算が満場一致で承認された。

　その後、事業で積み上げてきた成果を集約し、市の施策に反映させるため、長谷部市長に提言書を提出した。

　各議員連盟は、設立目的の原点を忘れず、多様な視点と事業実施により活動することが重要であると再

認識した総会であった。

全国市町村交流レガッタ由利本荘大会 　 　９月２３日、２４日に全国市

町村交流レガッタ由利本荘大

会が子吉川ボート場で行われ

ました。議会議員クルーの「鳥

海山」がシニアの部優勝、 「子

吉川」が議員の部準優勝と

活躍。議会クルーは旧本荘市

の伝統を受け継ぎ、これまで

両クルー合わせた最多入賞記

録（１位～３位）を２６回に更

新し「チーム由利本荘」の一

員として総合優勝に貢献する

とともに、ボートの街由利本

荘を全国にＰＲしました。

議会クルー優勝・準優勝
総合優勝に貢献

柴
田
祐
夏
さ
ん（
尾
崎
小
３
）の

応
援
が
力
に
な
り
ま
し
た

７月２１日


